
下
関
市
立
大
学
論
集
 
第
四
七
巻
 
第
三
号
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）

梁
・
昭
明
太
子
薫
統
「
陶
淵
明
集
序
」
訳
注
稿
 
（
一
）

武

井

苗、ン
■

幹

は
じ
め
に

 
陶
淵
明
と
い
え
ば
今
で
こ
そ
中
国
文
学
を
代
表
す
る
詩
人
の
一
人
で
あ
る
が
、
彼
の
生
き
た
時

代
、
ま
た
、
死
後
数
百
年
間
は
彼
の
文
学
は
そ
れ
ほ
ど
重
ん
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

 
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
梁
・
昭
明
太
子
薫
統
は
大
い
に
陶
淵
明
へ
の
傾
倒
振
り
を
示
す
。
彼
は
陶
淵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
の
集
を
編
纂
し
、
序
文
を
書
き
、
伝
記
も
書
い
て
い
る
。
序
の
中
の
「
陶
淵
明
の
詩
 
篇
篇
 
酒

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
い
し
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
 
あ
た
 
 
 
 
 
 
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も

有
る
を
疑
ふ
も
の
有
り
」
、
「
余
 
其
の
文
を
愛
嗜
し
、
手
を
釈
く
能
は
ず
。
尚
ほ
其
の
徳
を
想
ひ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
び
 
か
 
 
 
 
 
た

時
を
同
じ
う
せ
ざ
る
を
恨
む
」
、
「
白
壁
の
微
鍛
は
、
惟
だ
閑
情
の
一
賦
に
在
る
の
み
。
…
…
惜
し
い

 
 
 
こ
 
 
 
 
な

か
な
。
是
れ
亡
く
ん
ば
可
な
り
」
な
ど
の
発
言
は
、
太
子
の
曲
淵
明
評
で
あ
り
、
南
明
へ
の
敬
慕
を

表
わ
す
も
の
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
「
閑
情
の
賦
」
に
対
す
る
「
こ
れ
は
な
い
方
が
よ

い
」
な
ど
と
い
う
発
言
は
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
。
ま
た
「
白
壁
の
微
毅
云
々
」
は
、
太
子
の
文
学

観
を
も
表
す
箇
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

 
昭
明
太
子
の
「
陶
淵
明
高
取
」
、
或
い
は
昭
明
太
子
の
陶
淵
明
観
と
言
え
ば
、
前
に
あ
げ
た
発
言

が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
が
、
序
全
体
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
前
の
発

言
は
重
要
で
あ
る
が
、
や
は
り
昭
明
太
子
の
重
三
明
観
を
考
え
る
時
、
序
全
体
を
み
て
み
る
必
要
が

あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、
訳
注
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
訳
注
に
あ

た
っ
て
は
陶
淵
明
の
作
品
の
語
彙
・
表
現
に
注
意
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
昭
明
太
子
と
い
う
こ

と
で
『
文
選
』
所
収
の
作
品
の
語
彙
・
表
現
に
も
注
意
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
、
『
文
選
』

梁
・
昭
明
太
子
薫
統
「
陶
淵
明
集
序
」
訳
注
稿
（
一
）

に
は
李
善
注
を
も
含
む
。

 
（
注
）
「
陶
淵
明
伝
」
の
こ
と
。
四
部
叢
刊
『
梁
昭
明
太
子
文
集
』
、
四
部
備
要
『
梁
昭
明
太
子
文
集
』
に
は
収

 
 
録
し
な
い
。
「
陶
淵
明
伝
」
の
訳
は
、
平
凡
社
・
中
国
古
典
文
学
大
系
『
漢
・
魏
・
六
朝
・
唐
・
宋
散
文

 
 
選
』
（
一
海
知
義
氏
訳
）
、
角
川
書
店
・
鑑
賞
中
国
の
古
典
『
陶
淵
明
』
（
釜
谷
武
志
氏
訳
）
、
岩
波
文
庫

 
 
『
陶
三
明
全
集
・
上
』
（
松
枝
茂
夫
・
和
田
武
司
両
氏
訳
注
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

凡
 
二

一
、
四
部
叢
刊
『
箋
註
葺
草
明
眸
』
の
巻
頭
に
載
せ
る
も
の
を
底
本
と
し
、
こ
れ
と
『
昭
明
太
子

 
集
』
所
収
の
も
の
と
校
勘
し
た
。
校
勘
材
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
〇
四
部
叢
刊
『
梁
昭
明
太
子
文
集
』
巻
四
（
以
下
、
「
叢
刊
本
」
と
略
す
）

 
〇
四
部
備
要
『
梁
昭
明
太
子
文
集
』
巻
四
（
以
下
、
「
備
豆
本
」
と
略
す
）

 
〇
四
庫
全
書
『
昭
明
太
子
集
』
巻
五
（
以
下
、
「
四
庫
本
」
と
略
す
）

 
○
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
『
梁
昭
明
太
子
集
』
（
以
下
、
「
百
三
家
集
本
」
と
略
す
）

 
○
『
梁
文
紀
』
巻
心
「
昭
明
太
子
統
」
（
以
下
、
「
梁
文
紀
」
と
略
す
）

 
 
文
字
の
異
同
は
、
先
に
【
校
勘
】
と
し
て
あ
げ
、
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
【
語
釈
】
に
お
い

 
て
も
取
り
上
げ
た
。
な
お
、
異
体
字
や
俗
字
は
校
勘
の
対
象
と
し
な
い
。

二
、
参
考
に
し
た
注
釈
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 
○
熊
永
謙
『
魏
晋
南
北
朝
騨
文
選
注
』
（
貴
州
人
民
出
版
社
・
一
九
八
六
年
）

一



二

 
○
穆
克
宏
・
郭
丹
『
魏
晋
南
北
朝
文
論
全
編
』
（
江
蘇
教
育
出
版
社
・
一
九
九
六
年
）

 
○
高
歩
瀕
『
南
北
朝
文
挙
要
（
上
）
』
（
中
華
書
局
・
一
九
九
八
年
）

 
○
愈
紹
初
『
昭
明
太
子
集
校
注
』
（
中
州
古
籍
出
版
社
・
二
〇
〇
一
年
）

 
○
温
洪
寿
『
新
訳
陶
淵
明
集
』
（
三
民
書
局
・
二
〇
〇
二
年
）

 
 
な
お
、
穆
克
宏
・
郭
丹
両
氏
と
高
歩
瀕
氏
は
『
昭
明
太
子
集
』
を
底
本
と
し
、
愈
書
初
氏
と
温

 
洪
寿
氏
は
『
箋
註
野
饗
明
集
』
を
底
本
と
す
る
。
三
界
謙
氏
の
底
本
は
不
明
。

 
 
訓
読
に
つ
い
て
は
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
十
七
輯
（
汲
古
書
院
・
一
九
七
七
年
）
所
収
の

 
『
陶
曲
節
集
』
に
付
さ
れ
た
訓
点
を
参
照
し
た
。

 
 
ほ
か
に
、
福
井
佳
夫
「
序
の
文
体
に
つ
い
て
 
 
六
朝
の
別
集
序
を
中
心
に
 
 
」
（
『
文
学
部

 
紀
要
』
第
二
十
五
巻
第
二
号
・
中
京
大
学
文
学
部
・
一
九
九
〇
年
）
に
は
、
訓
読
（
一
部
省
略
）

 
と
大
意
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
も
参
照
し
た
。

三
、
【
語
釈
】
の
用
例
中
、
陶
淵
瀬
の
作
品
の
引
用
は
陶
樹
『
靖
節
先
生
集
』
に
拠
る
。

四
、
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
た
。
書
き
下
し
文
お
よ
び
読
み
仮
名
に
は
旧
仮
名
遣

 
い
を
用
い
た
。

五
、
高
歩
瀟
氏
は
四
段
に
分
け
る
。
そ
れ
に
従
い
、
本
訳
注
稿
も
四
段
に
分
け
、
段
ご
と
に
校
勘
・

 
訳
注
・
和
訳
を
施
し
た
。

陶
淵
明
集
序

※
 
百
三
家
集
本
は
「
陶
章
節
糞
土
」
と
題
す
。
「
腿
節
」
は
足
堅
明
の
贈
り
名
。
顔
延
之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
わ
ん
ら
く
れ
い
し
ゅ
う
 
 
 
 
 
 
か
う
れ
ん
こ
く
き
 
 
 
 
 
 
ご
と

 
「
陶
徴
士
諌
」
（
『
文
選
』
巻
五
十
七
）
に
「
其
の
言
立
令
終
の
美
、
無
罪
克
己
の
操
の
若

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
か
 
 
 
 
 
 
よ
う

 
き
は
、
論
典
に
合
ふ
有
り
、
前
志
に
葱
ふ
無
し
。
故
に
諸
も
ろ
の
友
好
に
量
り
て
、
宜
し
く

 
お
く
り
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

 
識
し
て
靖
節
徴
士
と
日
ふ
べ
し
（
若
其
寛
楽
令
終
之
美
、
好
廉
克
己
之
操
、
有
合
論
典
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
わ
ん
ら
く

 
無
論
前
志
。
故
訥
諸
友
好
、
宜
論
日
靖
節
上
士
）
」
と
あ
る
。
李
善
注
は
『
論
法
』
「
寛
楽

 
 
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ

 
に
し
て
終
り
を
開
く
す
る
を
靖
と
日
ひ
、
廉
を
好
み
て
自
ら
克
つ
を
節
と
日
ふ
（
主
群
令
終

 
日
靖
、
好
廉
自
克
日
節
）
」
を
引
く
。

 
 
「
陶
淵
明
集
序
」
の
制
作
時
期
は
不
明
。
橋
川
時
雄
『
陶
画
版
本
源
流
考
』
（
『
文
字
同

 
盟
』
第
三
巻
所
収
・
汲
古
書
院
・
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
氏
の
見
た
陶
淵
明
麗
旧
抄
本

 
の
昭
明
太
子
序
の
末
に
「
梁
〔
※
原
作
「
梁
」
1
引
用
者
注
〕
大
通
丁
未
年
夏
季
六
月
昭
明
太

 
子
薫
統
撰
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
と
い
う
。
氏
は
基
づ
く
も
の
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
太
子

 
が
集
を
編
纂
し
た
年
月
は
不
明
で
あ
る
と
述
べ
る
（
余
所
見
之
旧
鋤
陶
管
、
昭
明
陶
集
序
末

 
記
云
、
梁
大
通
丁
未
年
夏
季
六
月
昭
明
太
子
薫
統
撰
。
未
詳
其
所
本
、
則
昭
明
編
陶
、
未
詳

其
年
月
也
）
。
大
通
丁
未
年
は
、
大
通
元
年
で
西
暦
五
二
七
年
。
ち
な
み
に
太
子
は
中
大
通

 
三
年
（
五
三
一
）
に
生
涯
を
終
え
て
い
る
。

【
本
文
】

 
 
 
 
 
ご
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ
 

夫
自
街
自
媒
者
、
士
女
之
醜
行
。
不
伎
不
求
者
、
明
達
之
用
心
。
是
以
聖
人
鞘
光
、
賢
人
遁
世
。
其

故
何
也
。
含
徳
之
至
、
莫
喩
於
道
、
親
己
之
切
、
無
重
於
身
。
故
道
存
而
身
安
、
道
亡
而
身
害
。
処

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
齢
之
内
、
居
一
世
之
中
、
條
忽
比
之
白
駒
、
寄
寓
謂
之
逆
旅
。
宜
乎
、
与
大
塊
而
盈
虚
、
随
中
和

 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ハ
 
 
 
 
し
て
 

而
任
放
。
宣
能
戚
戚
労
於
憂
畏
、
汲
汲
役
於
人
間
。



【
校
勘
】

一
「
媒
」
、
叢
刊
本
作
「
謀
」
。
梁
文
紀
百
座
一
作
謀
。

二
「
伎
」
、
叢
刊
本
・
備
二
本
注
云
俊
改
。

三
「
寓
」
、
原
作
「
遇
」
。
今
樽
詰
刊
本
・
早
撃
本
・
四
壁
本
・
梁
文
紀
作
「
寓
」
改
。

四
「
盈
虚
」
、
叢
刊
本
・
備
要
本
望
「
栄
枯
」
、
注
云
一
作
盈
虚
。
梁
文
紀
作
「
栄
枯
」
、

 
 
 
 
 
作
盈
虚
。
四
庫
堅
作
「
栄
枯
」
。

五
「
任
放
」
、
叢
刊
本
・
備
要
本
注
云
一
作
放
蕩
。

六
「
於
」
、
叢
刊
本
・
備
要
自
作
「
干
」
。

七
「
人
間
」
之
下
、
四
庫
本
有
「
哉
」
字
。

注
云
栄
枯

【
書
き
下
し
文
】

そ
 
 
 
み
つ
か
 
 
て
ら
 
 
 
 
 
な
か
だ
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
う
か
う
 
 
 
 
 
そ
こ
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
い
だ
っ

夫
れ
自
ら
街
ひ
自
ら
媒
す
る
は
、
士
女
の
醜
行
な
り
。
伎
は
ず
求
め
ざ
る
は
、
明
達
の
用
心
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
が

り
。
是
を
以
て
聖
人
は
光
を
鞘
め
、
賢
人
は
世
を
擦
る
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
。
徳
を
含
む
の
至
り

 
 
 
 
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

は
、
道
に
喩
ゆ
る
は
莫
く
、
己
を
親
し
む
の
切
な
る
は
、
身
よ
り
重
き
は
無
し
。
故
に
道
存
し
て

 
 
 
 
 
う
し
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 
 
 
 
 
 
し
ゅ
く
こ
つ

身
安
く
、
道
号
は
れ
て
身
害
せ
ら
る
。
馬
齢
の
内
に
駆
り
、
一
世
の
中
に
居
る
に
、
條
忽
た
る
こ

 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
 
 
き
ぐ
う
 
 
 
 
 
 
 
 

げ
き
り
ょ
 
 
 
 
 
よ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
も
 
え
い
き
ょ

と
 
之
を
白
駒
に
比
し
、
寄
寓
す
る
こ
と
 
之
を
逆
旅
と
謂
ふ
。
宜
し
き
か
な
、
大
挙
と
与
に
盈
虚

 
 
 
 
 
 
 
 
に
ん
ぽ
う
 
 
 
 
 
 
あ
 
 
 
よ
 
 
せ
き
せ
き
 
 
 
 
 
 
い
う
ゐ
 
 
 
つ
か
 
 
 
 
き
ふ
き
ふ
 
 
 
 
 
 
じ
ん
か
ん

し
、
中
和
に
随
ひ
て
任
放
た
り
。
山
豆
に
能
く
戚
戚
と
し
て
憂
畏
に
労
れ
、
汲
汲
と
し
て
人
間
に
出
せ

ら
れ
ん
や
。

【
語
釈
】

［
自
街
自
媒
者
、
士
女
之
醜
行
］
 
「
自
街
自
首
」
は
、
自
ら
才
能
を
誇
っ
て
売
り
込
み
、
容
貌
を
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
て
ら

慢
し
て
相
手
を
求
め
る
こ
と
。
曹
植
「
求
自
筆
表
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
七
）
に
「
細
れ
自
ら
街
ひ

 
 
な
か
だ
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
う
か
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
い
き

自
ら
著
す
る
は
、
士
女
の
醜
行
な
り
。
時
を
干
め
進
む
る
を
求
む
る
は
、
道
家
の
明
輝
な
り

（
夫
三
囲
自
癖
者
、
士
女
之
醜
行
。
干
時
弁
士
者
、
道
家
之
明
忌
也
）
」
と
あ
る
。

［
不
伎
不
求
者
、
明
達
之
用
心
］
 
「
不
伎
不
求
」
は
、

 
梁
・
昭
明
太
子
薫
統
「
陶
淵
明
集
序
」
訳
注
稿
（
一
）

『
毛
詩
』
郡
風
・
雄
錐
に

ひ
ゃ
く
じ

「
百
工
の
君
子
、

 
 
 
 
 
 
 
そ
こ
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
つ
 
 
 
よ

徳
行
を
知
ら
ず
。
伎
は
ず
 
求
め
ず
、
何
を
用
て
蔵
か
ら
ざ
ら
ん
（
百
爾
君
子
、
不
知
徳
行
。

不
伎
不
求
、
何
用
不
蔵
）
」
と
あ
り
、
「
毛
羽
」
に
「
伎
は
、
害
な
り
（
伎
、
害
）
」
と
あ
る
。
ま

た
、
『
論
語
』
子
卯
干
篇
に
「
不
伎
不
求
、
何
用
不
蔵
。
広
路
終
身
謂
之
。
子
日
、
是
道
也
、
何
足

 
 
 
そ
こ
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

以
蔵
（
伎
は
ず
 
求
め
ず
、
何
を
用
て
蔵
か
ら
ざ
ら
ん
。
子
路
 
終
身
 
之
を
諦
す
。
子
日
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

く
、
是
の
道
や
、
何
ぞ
以
て
蔵
し
と
す
る
に
足
ら
ん
）
」
と
あ
る
。
「
明
達
」
は
事
理
に
通
じ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぶ
 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

人
。
謝
霊
運
「
山
居
賦
」
（
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
）
に
「
明
達
の
運
を
撫
す
る
を
覧
る
に
、
機
の
絨

つ
る
に
乗
じ
て
理
と
し
て
黙
す
（
覧
明
達
之
回
心
、
乗
…
機
絨
要
理
黙
）
」
と
あ
る
。
「
用
心
」
は
心

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
こ
と
 
 
げ
う
た
う

の
用
い
方
、
心
配
り
。
播
岳
「
籍
田
賦
」
（
『
文
選
』
巻
心
）
に
「
固
に
尭
湯
の
用
心
に
し
て
、

そ
ん
き
う

存
救
の
要
術
な
り
（
固
尭
湯
之
用
心
、
而
存
救
之
要
術
也
）
」
と
あ
る
。

［
聖
人
鱈
光
、
賢
人
遁
世
］
 
「
鱈
光
」
は
光
を
収
め
る
。
「
鱈
」
は
、
収
め
る
、
隠
す
。
仁
王
「
斉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
よ

敬
皇
后
策
文
」
（
『
文
選
』
巻
五
十
八
）
に
「
先
徳
は
光
を
轄
あ
る
も
、
君
道
は
方
に
被
ぶ
（
先
徳

鱈
光
、
君
道
方
被
）
」
と
あ
り
、
そ
の
李
評
注
に
「
広
壮
に
曰
は
く
、
鱈
は
、
蔵
な
り
と
（
広
雅

日
、
鞘
、
蔵
也
）
」
と
あ
る
。
謝
眺
の
例
は
、
斉
の
明
帝
甘
露
が
ま
だ
帝
位
に
つ
か
ず
西
昌
侯
で

あ
っ
た
時
の
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
「
鱈
光
」
と
は
、
光
や
輝
き
が
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
こ
と
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
び
ん
せ
ん
 
ひ
か
り
 
 
お
ほ

意
味
す
る
。
ま
た
孔
融
「
離
合
作
郡
姓
名
字
幕
」
（
『
古
文
苑
』
巻
八
）
に
「
蚊
旋
 
曜
を
陰
ひ
、

 
 
 
 
 
を
さ

美
玉
 
光
を
輻
む
（
蚊
旋
陰
曜
、
美
玉
鱈
光
）
」
と
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
玉
の
輝
き
が
な
く
な

る
こ
と
を
言
う
。
こ
の
序
で
は
「
光
」
は
才
能
を
表
し
、
聖
人
が
そ
の
才
能
を
隠
す
こ
と
を
言
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
は
『
高
僧
伝
』
（
『
太
平
御
覧
』
巻
六
五
六
引
）
に
「
釈

 
 
 
 
 
 
 
あ
と
 
 
 
く
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

僧
同
、
光
を
鱈
め
 
を
晦
ま
し
、
人
 
能
く
知
る
も
の
莫
し
（
釈
僧
同
、
鞘
光
晦
述
、
白
墨
能

知
）
」
と
あ
る
（
釈
僧
同
に
つ
い
て
は
不
明
。
『
御
覧
』
が
前
後
に
引
く
僧
は
、
釈
鼻
溝
『
高
僧

伝
』
．
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
釈
異
同
に
つ
い
て
の
記
述
は
『
高
僧
伝
』
に
な
い
）
。
「
遁
世
」
は
、

世
を
逃
れ
る
。
隠
遁
す
る
。
「
遁
」
は
「
遜
」
に
同
じ
。
『
周
易
』
大
過
主
辞
言
伝
に
「
君
子

 
 
 
 
 
 
お
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
き
ど
ほ
 
 
 
 
 
 
な

以
て
独
立
し
て
催
れ
ず
。
世
を
遜
れ
て
盛
る
こ
と
無
し
（
君
子
以
独
立
不
擢
。
遜
世
元
悶
）
」
と

あ
る
。
『
文
選
』
に
は
「
逝
世
之
士
」
と
い
う
言
い
方
が
、
督
康
「
琴
賦
」
（
巻
十
八
）
、
陸
機

「
演
連
珠
」
（
巻
五
十
五
）
に
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三



［
含
徳
之
至
、
莫
喩
霜
道
］
 
「
茅
葺
」
は
、
徳
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
『
老
子
』
第
五
十
五
章
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

「
徳
を
含
む
の
厚
き
は
、
赤
子
に
比
す
（
含
徳
之
厚
、
比
々
赤
子
）
」
と
あ
る
。
「
至
」
は
極
地
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
 
く
 
 
 
は
う
ゑ
ん

極
点
。
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
に
「
規
矩
は
方
員
の
至
り
な
り
。
聖
人
は
人
倫
の
至
り
な
り
（
規
矩

方
塞
之
至
也
。
聖
人
人
倫
之
至
也
）
」
と
あ
り
、
そ
の
趙
岐
注
に
「
至
は
、
極
な
り
（
至
、
極

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
っ
た

也
）
」
と
あ
る
。
「
徳
」
と
「
道
」
に
つ
い
て
は
、
『
荘
子
』
天
地
篇
に
「
道
を
執
る
者
は
徳
論

 
 
 
 
 
 
 
か
た
ち

く
、
徳
全
き
者
は
形
全
し
（
執
道
者
徳
全
、
徳
全
者
形
全
）
」
と
あ
る
。

［
親
己
之
切
、
無
重
於
身
］
 
「
親
己
」
は
、
自
分
自
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
『
桑
子
』
黄
帝
篇
に

「
己
を
親
し
む
を
知
ら
ず
、
物
を
疎
ん
ず
る
を
知
ら
ず
、
故
に
愛
憎
無
し
（
不
知
親
己
、
不
知
疎

物
、
故
無
愛
憎
）
」
と
あ
る
。
「
切
」
は
、
要
。
重
要
な
こ
と
。
楊
雄
「
長
里
賦
」
（
『
漢
書
』
揚
雄

 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
ぼ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
づ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み

伝
下
）
に
「
請
ふ
略
章
を
挙
げ
ん
、
客
自
ら
其
の
切
な
る
を
覧
よ
（
請
略
挙
凡
、
而
歪
曲
覧

其
切
焉
）
」
と
あ
り
、
顔
師
古
注
に
「
切
は
、
要
な
り
（
切
、
要
也
）
」
と
あ
る
。

［
処
百
齢
之
内
］
 
「
百
齢
」
は
百
歳
、
人
の
寿
命
を
表
す
。
「
古
詩
十
九
首
」
〈
其
十
五
〉
 
（
『
文
選
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
だ

巻
二
十
九
）
に
「
生
年
 
百
に
満
た
ざ
る
に
、
常
に
千
歳
の
憂
ひ
を
懐
く
（
生
年
不
満
百
、
常
懐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
や
う
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た

千
歳
憂
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
陶
芸
明
「
擬
古
」
詩
〈
其
二
〉
に
「
学
ば
ず
 
慰
謝
の
子
の
、
直

だ
百
年
の
中
に
在
る
の
み
な
る
を
（
不
学
狂
甘
子
、
直
々
百
年
中
）
」
と
あ
る
。

［
居
一
世
壷
中
］
 
二
世
」
は
、
人
の
寿
命
を
表
す
。
「
古
詩
十
九
首
」
〈
其
丈
〉
 
（
『
文
選
』
巻
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ど
 
 
 
 
え
ん
こ
つ
 
 
 
 
 
へ
う
ち
ん
 
 
ご
と

十
九
）
に
「
人
生
 
一
世
に
寄
り
、
真
柱
と
し
て
起
始
の
若
し
（
人
生
寄
一
世
、
奄
忽
若
腿
塵
）
」

と
あ
る
。
ま
た
『
史
記
』
留
侯
世
家
に
も
「
人
生
一
世
の
間
」
と
あ
る
。
（
後
置
「
白
駒
」
注
参

照
。
）

［
條
忽
比
々
白
駒
］
 
「
條
忽
」
は
速
や
か
な
こ
と
。
楽
府
茎
短
「
長
歌
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）

 
 
こ
 
 
 
 
 
 
ま
こ
と
 
 
と
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
は
い
 
 
い
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
ぎ
や
う
 
 
ゆ

に
「
藪
の
物
萄
に
停
め
難
く
、
吾
が
寿
 
安
く
ん
ぞ
延
ぶ
る
を
得
ん
。
挽
仰
に
逝
き
て
将

四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
く
ば
く

に
過
ぎ
ん
と
し
、
條
忽
に
し
て
幾
何
の
間
ぞ
（
藪
物
苛
難
停
、
吾
寿
安
得
延
。
挽
仰
逝
将
過
、
條

忽
幾
何
間
）
」
と
あ
る
。
「
白
駒
」
は
、
白
馬
。
人
の
一
生
が
速
や
か
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と

を
白
馬
が
わ
ず
か
な
隙
間
を
駆
け
去
る
こ
と
に
例
え
る
。
『
荘
子
』
知
北
游
篇
に
「
人
の
天
地
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
と

間
に
生
ま
る
る
や
、
白
駒
の
郡
を
過
ぐ
る
が
若
く
忽
然
た
る
の
み
（
人
生
天
地
之
間
、
若
白
駒
重

過
郡
忽
然
謡
言
）
」
と
あ
る
。
ま
た
『
史
記
』
留
侯
世
家
に
も
「
呂
后
 
留
侯
を
徳
と
し
、
乃
ち

 
 
 
 
 
く
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
つ
か

強
ひ
て
之
に
食
は
し
め
て
曰
は
く
、
人
生
一
世
の
間
、
白
駒
の
隙
を
過
ぐ
る
が
如
し
。
何
ぞ
自

 
 
 
 
 
 
か

ら
苦
し
む
こ
と
此
く
の
如
き
に
至
る
や
と
（
呂
后
徳
留
侯
、
乃
強
食
六
日
、
人
生
一
世
間
、
如
白

駒
過
隙
。
何
至
自
苦
如
此
乎
）
」
と
あ
る
。
『
荘
子
』
知
北
游
篇
の
釈
文
に
は
、
日
と
す
る
説
を
あ

げ
る
が
、
今
は
と
ら
な
い
。
穆
克
宏
・
郭
丹
両
氏
は
日
の
方
を
と
り
、
一
説
に
白
馬
と
注
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

［
寄
寓
謂
之
逆
旅
］
 
「
寄
寓
」
は
、
仮
の
宿
り
。
『
国
語
』
周
語
中
に
、
「
国
に
寄
寓
無
く
、
県
に
施

し
や舎

無
し
（
国
無
寄
寓
、
県
無
施
舎
）
」
と
あ
り
、
高
目
注
に
「
寓
も
亦
た
寄
な
り
。
寄
寓
無
し
と

 
 
ろ
し
や
 
 
 
 
 
き
り
ょ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
く

は
、
盧
舎
の
、
以
て
羅
旅
の
客
を
寄
寓
す
べ
き
を
為
ら
ざ
る
な
り
（
寓
、
亦
寄
也
。
無
寄
寓
、
不

為
盧
舎
、
可
以
寄
寓
羅
旅
之
客
也
）
」
と
あ
る
。
『
国
語
』
の
例
で
は
旅
人
の
宿
の
意
味
で
あ
る

が
、
こ
の
序
で
は
人
生
に
な
ぞ
ら
え
て
言
っ
て
い
る
。
「
寄
」
に
つ
い
て
は
、
「
古
詩
十
九
首
」
〈
其

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゑ
ん
か
う

三
〉
に
「
人
生
天
地
間
、
忽
如
遠
行
客
（
人
の
天
地
の
間
に
生
ま
る
る
は
、
忽
と
し
て
遠
行
の
客

の
如
し
）
」
と
あ
り
、
そ
の
再
三
注
に
「
『
 
子
』
に
老
莱
子
曰
は
く
、
人
の
天
地
の
間
に
生
ま
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

る
は
寄
な
り
。
寄
す
る
者
は
固
よ
り
帰
る
な
り
（
『
F
子
』
老
莱
子
日
、
人
生
於
天
地
之
間
等
号
。

寄
者
固
帰
）
」
と
あ
る
。
前
掲
二
世
」
の
例
と
し
て
引
い
た
「
古
詩
十
九
首
」
〈
其
四
〉
に
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
だ
い

「
寄
」
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「
寓
」
に
つ
い
て
は
、
陶
淵
明
「
帰
去
来
分
限
」
に
「
形
を
宇
内
に

 
 
 
 
 
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん
 
 
 
 
 
ゆ
だ
 
 
 
 
き
ょ
り
う

寓
す
る
こ
と
復
た
幾
時
ぞ
、
易
ぞ
心
を
委
ね
て
去
留
に
任
ぜ
ざ
る
（
良
匠
宇
内
復
幾
時
、
易
不
委

心
任
去
留
）
」
と
あ
る
。
二
字
は
校
勘
に
示
す
通
り
も
と
「
寄
口
」
に
作
る
。
愈
紹
初
氏
は
字
句

は
改
め
ず
、
注
に
寓
と
遇
は
通
用
す
る
と
述
べ
る
が
、
こ
の
た
び
の
訳
注
で
は
、
『
国
語
』
集
信

注
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
寄
」
と
「
寓
」
は
似
通
っ
た
意
味
で
あ
り
、
二
字
の
つ
な
が
り
が
密
で

あ
る
と
判
断
し
、
底
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。
「
逆
旅
」
は
旅
籠
、
旅
館
の
意
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
僖

 
 
 
 
 
 
 
く
わ
く

公
二
年
に
「
今
 
貌
 
不
道
を
為
し
、
逆
旅
に
保
ん
ず
（
今
號
為
不
道
、
保
於
逆
旅
）
」
と
あ
り
、



杜
預
注
に
「
逆
旅
は
客
舎
な
り
（
逆
旅
、
客
舎
也
）
」
と
あ
る
。
こ
の
序
で
は
、
「
寄
寓
」
と
同
じ

く
人
生
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
例
は
、
倉
淵
明
「
雑
念
」
〈
其
七
〉
に
「
家
は
逆
旅

 
 
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
さ

の
舎
為
り
、
我
は
当
に
去
る
べ
き
の
客
の
如
し
（
家
為
逆
旅
舎
、
我
如
上
去
客
）
」
と
あ
り
、
「
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
さ

祭
文
」
〈
序
〉
に
「
陶
氏
将
に
逆
旅
の
館
を
辞
し
、
永
く
本
宅
に
帰
ら
ん
と
す
（
陶
氏
将
辞
逆

旅
之
館
、
永
帰
干
本
宅
）
」
と
あ
る
。
こ
の
世
で
の
「
生
」
が
仮
住
ま
い
で
、
「
死
」
に
よ
っ
て
本

来
の
家
に
帰
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
い
 
き

［
与
大
塊
而
盈
虚
］
 
「
大
冊
」
は
、
大
地
の
こ
と
。
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
「
夫
れ
大
塊
の
臆
気
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ

其
の
名
を
風
と
為
す
（
夫
大
塊
臆
気
、
其
名
為
風
）
」
と
あ
り
、
大
宗
師
篇
に
「
夫
れ
大
塊
は
我

 
の

を
載
す
る
に
形
を
以
て
し
、
我
を
労
す
る
に
生
を
以
て
す
（
夫
大
工
載
我
山
形
、
葦
笛
以
生
）
」

と
あ
る
。
穆
克
宏
・
郭
丹
両
氏
氏
、
温
洪
寿
氏
は
出
典
を
あ
げ
な
い
が
自
然
の
こ
と
と
解
す
。
熊

僻
耳
氏
は
斉
物
論
篇
を
引
き
、
愈
紹
初
氏
は
大
宗
師
君
を
引
き
、
と
も
に
『
荘
子
』
本
文
の
引
用

に
続
け
て
、
斉
物
論
篇
の
成
玄
英
疏
「
大
壷
と
は
、
造
物
の
名
、
亦
た
自
然
の
称
な
り
（
大
塊

者
、
造
物
之
名
、
亦
自
然
之
気
遣
）
」
を
引
く
（
大
宗
師
篇
で
も
「
大
塊
者
、
自
然
也
」
と
言

う
）
。
高
歩
瀬
氏
は
斉
物
論
篇
本
文
の
み
を
引
く
。
ほ
か
に
用
例
と
し
て
は
、
郭
瑛
「
江
賦
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
み

（『

ｶ
選
』
巻
十
二
）
に
「
大
野
の
形
を
流
し
、
万
を
混
じ
て
一
合
に
尽
く
す
を
換
す
（
換
大
滝
之

流
形
、
混
万
尽
於
一
科
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
と
司
馬
田
注
「
大
工
は
、

自
然
な
り
（
大
鷺
、
自
然
也
）
」
を
引
く
。
一
方
、
大
地
と
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
愈
氏
は
別
解

と
し
て
あ
げ
、
愈
越
の
説
を
参
照
す
る
よ
う
に
言
う
。
愈
越
は
「
大
里
と
は
、
地
な
り
…
…
（
大

塊
者
、
地
也
…
…
）
」
と
述
べ
る
。
ほ
か
に
用
例
と
し
て
は
、
張
華
「
答
訪
勘
」
詩
二
首
〈
其
二
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
き
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
た
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う

（『

ｶ
選
』
巻
二
十
四
）
に
「
洪
鉤
は
万
類
を
陶
し
、
大
寺
は
郡
生
を
稟
く
（
洪
鉤
陶
万
類
、
大
耳

稟
手
生
）
」
と
あ
り
、
李
善
注
は
「
大
異
は
地
を
謂
ふ
な
り
（
大
血
石
地
合
）
」
と
言
い
、
『
荘
子
』

大
宗
師
篇
を
引
く
。
華
魁
は
、
斉
物
論
篇
の
前
後
か
ら
大
地
と
解
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

訳
注
者
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。
ま
た
訳
注
者
は
大
宗
師
僧
に
つ
い
て
も
「
載
録
」
と
い
う
と
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
あ

ろ
か
ら
大
地
の
こ
と
と
考
え
る
。
「
大
込
」
の
語
は
陶
岱
明
に
も
あ
り
、
「
感
士
不
遇
賦
」
に
「
次
口

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

大
将
の
気
を
受
け
、
何
ぞ
斯
の
人
の
独
り
霊
な
る
（
杏
大
塊
之
受
気
、
何
玉
人
之
独
霊
）
」
と
あ

梁
・
昭
明
太
子
薫
統
「
陶
淵
明
集
序
」
訳
注
稿
（
一
）

 
 
 
 
 
 
 
 
ば
う
ば
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
う
い
う
 
 
 
 
 
 
か
う
び
ん

り
、
「
自
祭
文
」
に
「
 
 
た
り
 
大
聖
、
悠
悠
た
り
 
高
曼
（
荘
 
草
叢
、
悠
悠
高
曼
）
」
と
あ

る
。
陶
淵
明
の
用
例
に
つ
い
て
も
注
釈
書
に
よ
っ
て
解
釈
が
異
な
る
が
、
訳
注
者
は
こ
れ
も
大
地

と
の
解
釈
を
と
る
（
以
上
の
成
玄
英
疏
と
愈
越
の
説
は
、
郭
慶
藩
『
荘
子
集
釈
』
に
よ
る
）
。
「
盈

虚
」
は
、
時
に
は
満
ち
時
に
は
空
に
な
る
と
い
う
変
化
を
い
う
。
『
周
易
』
豊
卦
家
伝
に
「
日

 
 
 
 
 
 
か
た
む
 
 
 
 
 
 
 
 
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か

平
す
れ
ば
則
ち
戻
き
、
月
盈
つ
れ
ば
則
ち
食
く
。
天
地
の
盈
虚
、
時
と
与
に
消
息
す
。
写
る

 
い
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
い

を
況
ん
や
人
に
於
て
を
や
。
況
ん
や
鬼
神
に
於
て
を
や
（
日
中
則
戻
、
月
盈
則
食
。
天
地
盈
虚
、

与
時
消
息
。
而
況
於
人
乎
。
況
於
鬼
神
乎
）
」
と
あ
る
。
校
勘
に
示
す
よ
う
に
「
栄
枯
」
に
作
る

も
の
も
あ
る
が
、
「
栄
枯
」
も
時
に
は
栄
え
時
に
は
枯
れ
る
と
い
う
変
化
を
い
う
。

［
随
中
和
而
草
野
］
 
「
中
和
」
は
、
偏
ら
な
い
正
し
い
気
で
、
万
物
を
育
む
。
『
掌
記
』
中
庸
篇
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
た

「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
を
之
を
中
と
謂
ふ
。
発
し
て
皆
節
に
中
る
を
之
を
和
と
謂
ふ
。
中

な
る
者
は
、
天
下
の
大
本
な
り
。
和
な
る
者
は
天
下
の
達
道
な
り
。
中
和
を
致
せ
ば
天
地
は
位

し
、
万
物
は
育
す
（
喜
怒
哀
楽
之
未
発
謂
之
中
。
発
而
二
面
節
謂
之
和
。
中
也
者
、
天
下
之
大
本

也
。
和
也
者
天
下
黒
潮
道
也
。
致
中
和
天
地
位
焉
、
万
物
天
頂
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
王
薬
「
迷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
つ

迭
賦
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
十
一
引
）
に
「
中
和
の
正
気
を
受
け
、
陰
陽
の
骨
休
を
轟
く
（
受
中

和
之
正
気
分
、
承
陰
陽
之
霊
休
）
」
と
あ
る
。
ま
た
『
白
虎
通
』
雌
羊
篇
に
も
「
陰
陽
中
和
の
気

を
得
（
得
陰
陽
中
和
之
気
）
」
と
あ
る
。
『
文
選
』
に
も
、
馬
融
「
長
笛
賦
」
（
巻
十
八
）
に
「
各

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
へ

お
の
其
の
斉
を
得
、
人
 
欲
す
る
所
を
即
す
。
皆
 
中
和
に
反
り
、
以
て
風
俗
を
美
に
す
（
各
白

子
斉
、
人
盈
所
欲
。
壁
上
中
和
、
壮
美
風
俗
）
」
と
あ
り
、
五
韻
「
為
薫
揚
州
薦
考
証
」
（
巻
三
十

 
 
 
 
 
 
す
さ
か
ま
こ
と
 
ふ

八
）
に
「
神
は
清
み
気
は
茂
ん
に
、
允
に
中
和
を
迫
む
（
神
清
気
茂
、
允
迫
中
和
）
」
と
あ
る
。

な
お
、
穆
克
宏
・
郭
丹
両
氏
は
、
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
法
則
を
指
す
と
注
す
。
「
任
放
」
は
、
あ
る

が
ま
ま
で
、
の
び
の
び
と
し
た
さ
ま
を
言
う
。
「
任
」
は
な
る
が
ま
ま
、
「
放
」
は
ほ
し
い
ま
ま
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
な

意
。
熟
語
と
し
て
は
『
世
説
新
語
』
徳
行
篇
に
「
王
平
子
・
胡
琴
彦
国
の
諸
人
は
皆
任
放
を
以
て

達
と
為
し
、
或
い
は
裸
体
な
る
者
有
り
（
王
平
子
在
銘
彦
国
諸
人
皆
以
忙
々
宝
達
、
或
有
裸
体

者
）
」
と
あ
る
。
校
勘
に
あ
る
よ
う
に
「
放
蕩
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
意
味
は
同
じ
で

あ
ろ
う
。
曹
植
「
七
啓
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
四
）
に
「
情
は
放
に
志
は
議
し
、
淫
楽
 
未
だ
終
は

五



山ノ＼

ら
ず
（
情
放
志
蕩
、
淫
楽
未
終
）
」

「
蕩
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

と
あ
り
、
気
持
ち
を
の
び
の
び
と
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
、
「
放
」

な
ど
な
い
の
だ
。

〈
続
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ん

［
戚
戚
労
於
憂
畏
］
 
「
戚
戚
」
は
、
憂
え
る
さ
ま
。
『
論
語
』
述
而
篇
に
「
子
曰
は
く
、
君
子
は
坦

た
う
た
う
 
 
 
 
 
 
 
ち
や
う
せ
き
せ
き

蕩
蕩
、
小
人
は
長
戚
戚
な
り
と
（
子
日
、
君
子
坦
蕩
蕩
、
小
人
長
戚
戚
）
」
と
あ
り
、
『
集
解
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
う
く

の
引
く
鄭
玄
注
に
「
長
戚
戚
は
憂
催
多
し
（
長
戚
戚
多
憂
催
）
」
と
あ
る
。
「
憂
畏
」
は
、
憂
い
や

畏
れ
。
『
論
語
』
鄭
注
の
「
憂
催
」
に
同
じ
。

［
汲
汲
役
干
人
間
］
 
「
汲
汲
」
は
、
あ
く
せ
く
と
す
る
こ
と
。
『
漢
書
』
揚
雄
伝
に
「
富
貴
に
汲
汲

た
ら
ず
、
貧
賎
に
戚
戚
た
ら
ず
（
不
汲
汲
於
富
貴
、
不
戚
戚
於
貧
賎
）
」
と
あ
り
、
顔
師
古
注
に

「
汲
汲
は
、
欲
速
の
義
な
り
（
汲
汲
、
欲
速
之
義
）
」
と
あ
る
。
陶
淵
明
「
五
柳
先
生
伝
」
に

 
け
ん
ろ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
か
く
の
ご
と

「
黙
婁
言
へ
る
有
り
、
貧
賎
に
戚
戚
た
ら
ず
、
富
貴
に
汲
汲
た
ら
ず
と
。
其
れ
藪
れ
若
き
人
の

た
ぐ
ひ

僑
を
言
ふ
か
（
贈
婁
有
言
、
不
戚
戚
於
貧
賎
、
不
汲
汲
於
富
貴
。
其
言
藪
若
人
之
傭
乎
）
」
と
あ

る
。

【
和
訳
】

そ
も
そ
も
自
ら
才
能
を
誇
っ
て
売
り
込
み
容
貌
を
自
慢
し
て
相
手
を
求
め
る
の
は
、
男
女
の
醜
い
行

い
で
あ
る
。
人
に
害
を
与
え
ず
む
さ
ぼ
り
求
め
る
こ
と
を
し
な
い
の
は
、
道
理
に
通
じ
た
者
の
心
の

用
い
方
で
あ
る
。
そ
こ
で
聖
人
は
そ
の
才
能
を
隠
し
、
賢
人
は
隠
遁
す
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ

う
。
徳
を
備
え
る
こ
と
の
極
点
は
、
道
に
従
う
以
上
の
も
の
は
な
く
、
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
の

肝
要
は
、
身
体
よ
り
も
重
要
な
も
の
は
な
い
。
よ
っ
て
道
が
あ
れ
ば
身
体
は
安
ら
か
で
あ
り
、
道
が

失
わ
れ
る
と
身
体
は
損
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
人
生
百
年
、
一
世
に
身
を
置
く
と
、
速
や
か
で
あ
る

こ
と
を
白
馬
が
隙
間
を
駆
け
去
る
さ
ま
に
な
ぞ
ら
え
、
（
こ
の
世
で
の
）
仮
住
ま
い
を
旅
人
を
迎
え

る
旅
館
（
の
よ
う
な
も
の
）
で
あ
る
と
言
う
。
も
っ
と
も
な
こ
と
よ
、
大
地
の
変
化
と
と
も
に
変
化

し
、
万
物
を
育
む
中
和
の
気
の
ま
ま
に
の
び
の
び
と
し
て
い
る
の
は
。
ど
う
し
て
く
よ
く
よ
と
憂
い

や
畏
れ
に
疲
れ
、
あ
く
せ
く
と
こ
の
世
で
努
め
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
必
要


